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特殊環境微小単結晶中性子構造解析装置
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特殊環境微小単結晶中性子構造解析装置

特定先端大型研究施設整備費補助金による

飛行距離： L1=34.8m, L2=0.8m
入射波長：λ=0.3～4.3Å
最大格子長： dmax～50Å
散乱角： 2　=11～169°
検出器： 2次元シンチレータ検出器（有感面積 256 × 256 mm2）

研究室のX線回折装置から、その試料をそのまま
お持ち下さい

モデルフリーで結晶構造・磁気構造を高精度に
解明

oikawa.kenichi@jaea.go.jp
及川   健一

特殊環境微小単結晶中性子構造解析装置

特定先端大型研究施設整備費補助金による

飛行距離： L1=15.5m, L2=2.5m
入射波長：λ=2.0～8.4Å（偏極モード），1.0～8.8Å（非偏極モード）
q領域： q=0.01～1.2Å

-1
（偏極モード）, 0.005～2.5Å

-1
（非偏極モード）

散乱角： 2　=-5～23°
検出器： 0次元 3Heガス検出器，2次元MWPC検出器（有感面積 128×128mm2），
2次元シンチレータ検出器（有感面積 256×256mm2）

偏極中性子の魅力を思う存分感じてください

中性子のミクロな磁石でミクロな界面構造に迫る

yamazaki.dai@jaea.go.jp
山﨑　大

takeda.masayasu@jaea.go.jp
武田   全康

VNR試料垂直型偏極中性子反射率計

(独)科学技術振興機構(JST)の戦略的創造研究推進事業(ERATO)高原プロジェクトとの共同研究

入射波長:λ=2～9Å（第1フレーム）, 10～18Å（第2フレーム）

ビーム取り出し角度: 水平に対して0.75°, 2°, 5.7°

q領域: qz<0.2Å
-1

検出器: 二次元シンチレーター検出器（分解能 1mm, 有感領域 100mmφ）

広い波長の中性子を用いた効率的な測定と二次元
検出器による多次元構造解析

物と物との境界である「界面」で起こる未知の現象
を、中性子の「反射」で解明する物質内部の界面観察

液体の表面観察

同位体による着色
重水素化高分子
通常の高分子
基板

熱・溶媒

基板
試料
溶媒

モデル生体膜

タンパク質

yamadan@post.kek.jp
山田   悟史

hideki.seto@kek.jp
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原田   秀郎
harada.hideo@jaea.go.jp

研究対象：中性子と原子核の反応を中性子のエネルギー毎に精密に測定し、
新しい原子炉の開発や中性子科学研究を進展させる。
特徴：中性子の飛行時間毎に中性子核反応で発生する放射線を精密に計測
します。
大強度中性子ビームにより微量サンプルでも測定できます。

飛行距離： L=22m  （Geスペクトロメータ）
 L=28m  （NaIスペクトロメータ）
中性子エネルギー:E=10meV~100keV  （Geスペクトロメータ）
エネルギー分解能：∆Eγ／Eγ＝0.1%  （Geスペクトロメータ）
検出効率： εγ＝10～15%＠1MeV  （Geスペクトロメータ） 

ANNRI
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研究対象：生体高分子、ソフトマター、機能性材料中の原子運動、磁性体中の
スピン運動
特徴：革新的な低BG加工Siアナライザーと複数エネルギーの同時利用で、これ
まで困難だった微量の重水素化生体高分子試料からの微弱な非弾性シグナル
の測定を、高効率かつ高いS/Nで実現する。

8Å Å

（現在  35～55°まで検出器取付済み）

Å Å

検出器バンク：-40～140°（現在5～112°まで検出器取付済み）（水平），-16～23°（鉛直）
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masao.yonemura@kek.jp
米村   雅雄

kmori@rri.kyoto-u.ac.jp
森　一広

(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)「革新型蓄電池先端科学基礎研究事業」に係る共同研究による

飛行距離： L1=50m，L2=約2m（背面バンク），L2=1.5m（多目的バンク）

入射波長：λ=0.2～8Å

格子長： d=0.1～125Å

d分解能： Δd/d～0.08%（最高）　

特殊環境下で高分解能及び広d領域のその場測定が可能

蓄電池関連材料の構造科学の構築、リチウムイオン分布の
精密測定

特殊環境中性子回折装置
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